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1 はじめに 

（1）計画策定の目的 

ᶝ ψʺᴎ╦ᾉχ τӡ ΰʺ ᾭⱲ τẛ╦ χ ρΰοֵΠʺᾝ∕πψ ◊ρ

ᴟχϘκρΰοᾥ ᴪ™ τϢϥϘκξΨϤ Υ“ϩϦοΦϘΰθʻΰΤΰʺ ῢψ 7 Τϣᾚ

ἱΰΥ Φʺ‰ ᴟ Ϝ ΰοΜϘβʻ 

῝Ặῖ τḩΰοψʺӻᾖ ʺ ְχ ӽ ♅НІˢһ ʿώϦһНІˣ̋ ḧ НІΥ֫“ΰ

οΜϘβʻϘθʺЌϼЄ˔ⱧỘּיϜ π ỘΰοΣϤʺ῝Ặῖְז2ּ χԁ Ϭ μοΜϘβʻ 

άϦϣϬ︡Ϥ᷊Ψḕẽτ ϬΰΪϥρʺꜛᴪ Ϭ︠כּ ρΰθ ᶨІЌϱиχ τϢϤʺ Ϭ

֫“βϥ῝Ặῖ χ ψᾚיּ ἱΰτΚϤϘβ ₈̒ῇ ή̋ϣσϥ ῢᾚ ρ‰ ᴟΥ ήϦϥ ʺ

ῖ ︣ ϬⱱθσΜ‰ יּ τρμοΩ σῖ ︣ χᶎ Ϟʺⱱ ᴦ σ῝Ặῖ Ὁχ  Υᴿ

ρσμοΜϘβʻ 

άΞΰθάρϬ ϘΠʺᶆḩἰ︠ χ ὀχϜρʺ῝Ặῖ ☼├χἇᾝᴟϬ ϥρρϜτʺϘκξ

ΨϤρԁ ρσμθ῟ π χ‰Μ῝Ặῖ ὉϬ  βϥάρϬ ◙ΰʺˮ ᶝ ӽ῝Ặῖ

ὓᵊ˯Ϭ├ ΰϘβʻ 

 

（2）計画の区域 

ὓᵊχỸӽψʺ ᶝ χ ӽρΰϘβʻ 

 

（3）計画の期間 

ὓᵊχṍḧψʺ 6 ˙ 10 χ͑ ḧρΰϘβʻ 

 

（4）計画の位置づけ 

ὓᵊψʺ⁯Υ ϛϥˮ ӽ῝Ặῖ χᶨ ᴟẉό™ τḩβϥ ˯Ϭ ϘΠο ᶝ τΣΜο

ϘΰΜ῝Ặῖ χΚϤ Ϭ ϣΤτβϥˮЫІЌ˔Фжр˯ρΰοχ ᶤϬᴮθβϜχπβʻ 

├ τΚθμοψʺˮ 6ⱳ ᶝ ọὓᵊ˯Ϭ ӡὓᵊτӡ ξΪʺḩ ὓᵊπΚϥˮ 2ṍ ᶝ

Ϙκʾϋρʾΰέρ › ˯Ϟˮ ᶝ ᴟὓᵊ˯ ρ ›Ϭ ϥάρρΰϘβʻ 
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（5）本計画で対象とする「公共交通」 

ὓᵊπψʺ ᶝ χ ӡẉόḩ ὓᵊρχ ›Ϭ Ϥʺ ʺ НІˢ4 НІˣ̋ ‰ יּ

Ϭ ρΰθ ӽ ♅НІˢ ˣ̋ ЌϼЄ˔Ϭˮ῝Ặῖ ˯ρΰϘβʻ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SDGs（持続可能な開発目標）の理念と公共交通について 

SDGsψʺ 27ˢ2015ˣ9Ὦχ⁯ ЂЬАЕπ⅜ ήϦθˮ⁯∑ּזᵓτΣΪϥ2030Ϙπχ

ᵫ ˯πβʻⱱ ᴦ σ ᵦϬםᾝβϥθϛχ 17χ ρ 169χЌ˔ϿАЕπ  ήϦʺˮ

Ẕ χ ԁ ρΰο︡Ϥ▪ήσΜ˯άρϬ μοΜϘβʻ 

 

 

 

 

 

 

 

άΞΰθ ᵦṛ χ Ϭ τ ϘΠʺ ᶝ ӽ῝Ặῖ ὓᵊπψ

ˮ11ϙ ΪϣϦϥϘκξΨϤϬ Ϭ˯ τ ΰ ᶆ̋︡ Ϭ ΰϘβ  ̒

 

 

 

 

  

公共交通

・飛行機
・長距離運行の路線バス（高速バス）

・鉄道（井原鉄道）
・路線バス（4条路線バス）
・高齢者等を対象とした地域福祉バス（無償）
・タクシー

本計画の対象

必要に応じて連携

福祉交通

・福祉有償運送
・介護タクシー

その他の交通

・徒歩
・自転車
・二輪車
・自家用車
・施設や事業所の送迎

必要に応じて
連携
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2 地域と公共交通の現状 

（1）位置・地勢 

 ̧ ᶝ ψᴎ╦ᾉχ τӡ ΰʺ ψ 90.62km2πβʻ 

 ̧ ψʺ ᶝʺ ʺ╣ ʺ╦ ʺ ʺ ʺ χ 7 ỸτỸ ήϦϘβʻ 

 ̧ χ Ψψ ‰ 300m χ πβΥʺ Ỹχ Ϟ τψ ‰ 300mӟ χẅ

ΥΚϤϘβʻ 
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（2）人口と高齢化の状況 

 ̧ ῢψʺ ᶝׄϞ ׄ τ ΰοΜϘβʻ 

 ̧ 2 χ ῢψ 13,414 πʺ 7 Τϣᾚ Υ Φʺ 22 τψ 1 ϬᶤϤ₅Ϛρ

ήϦοΜϘβʻ 

 ̧ Ϙθʺ 2 χ‰ ᴟ ψ 38.8̋πΚϤʺ 7 τψ 40̋Ϭ Πϥσς ‰̋ ᴟχ “Υᾋ

₅ϘϦϘβʻ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 ῢ  

ʿ 2 ⁯ ₰ὫᴮϬᴥῬΰο⌠  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 ῢ ӱ 

ʿ 2 ˙ 2 ⁯ ₰Ὣᴮẉό⁯ ᵓזּ ʾ ῢ ᾆẕ ˮ χ ӽ ὓ ῢ˯χД˔ЌϬᴥῬΰο⌠   

2,803 2,385 2,134 1,912 1,740 1,532 1,423 1,233 1,114 1,009 932 854
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9,399 8,934 8,306 7,417 6,726
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2,318

2,460
2,233 2,134

2,398
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1,588

1,487
1,638

1,592

1,661
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2,911 2,850

2,882 3,158
3,166

3,015
2,725

2,529

21.5%

25.1%

28.9%
31.0%

33.4%
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（3）移動の目的地となる施設等の立地状況 

 ̧ ῝Ặ☼ ϞӺ Ṑḩʺ Ộ☼ ʾ ρΜμθ ᶨτΣΪϥӱ χ ρσϥ☼ ψʺ

ᶝ ỸϞ Ỹτ ΰοΜϘβʻ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 ӱ χ ρσϥ☼ χ ệ 
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（4）観光駐車場の整備状況 

 ̧ ḢΊẁ χ כּ ρΰοψʺ ᶝ Ỹ τ χׄ╦ ϞΤΫ ʺΣϜοσΰ 1ʾ 2 כּ

σςʺ7Τ ήϦοΜϘβʻ 

 ̧ йрЌϸ˔ψʺ⁯ Μτל›486 1 ΚϤϘβʻ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観光駐車場 駐車可能台数 

道の駅山陽道やかげ宿 39台（大型車 10台・小型車 27台・身障者用 1台・EV用 1台） 

おもてなし第 1駐車場 43台（小型車 42台・身障者用 1台） 

おもてなし第 2駐車場 58台（小型車 57台、身障者用 1台） 

ふれあい広場 16台（小型車 10台・契約者駐車場 6台） 

やかげ町家交流館 25台（小型車 22台・身障者用 2台・EV用 1台） 

観光駐車場 86台（大型車 10台・小型車 76台） 

備中西商工会 20台（大型車 1台、小型車 18台、身障者用 1台） 

6 ḢΊ כּ χ ệ 
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（5）レンタサイクルの貸出状況 

 ̧ ᶝ πψʺ ϬḢΊβϥθϛχйрЌЂϱϼиϞϳ϶˔ϺрϽНϱЄϼиϬ ΰοΜϘβ  ̒

 ̧ ӻᾖ χ 3ׄˢ ᶝׄʾ╣ ׄʾ ׄˣτ ΰοΜϥйрЌЂϱϼиψʺ Ẁψ 3ׄπΚ

ϦωςάπϜᴦ ρσμοΜϘβʻ 

 

設置場所 営業日 営業時間 料金 貸出台数 

井原鉄道 3駅 毎日 
9:00～12:00 

13:00～16:00 

＜レンタサイクル＞ 

1日 500円 

半日 300円 

自転車 14台 

（矢掛駅 6台、三谷駅
4台、小田駅 4台） 

やかげ町家 

交流館 

毎日 

※年末年始を

除く 

9:00～17:30 

＜レンタサイクル＞ 

4時間以内 300円 

1日間 500円 

2日間 1,000円 

 

＜ウォーキングバイシクル＞ 

2時間以内 400円 

4時間以内 600円 

1日間 1,000円 

2日間 1,800円 

自転車 12台 

 

ウォーキングバイシク
ル 7台 

7 йрЌЂϱϼиχ ệ 

 

（6）観光入込客数 

 ̧ ᶝʾ ᶝ χḢΊ ₅ẁ ψʺ 28 ӟ‭ 300 ῇϬ ӱΰοΜθΥʺ 4

τΣΜοψ 555 ρσμοΜϘβʻ 

 ̧ ḢΊẁΥ ᴥΰθ ԍρΰοψʺ 3 3Ὦτ χׄ╦ ϞΤΫ ΥᵫỘΰʺϱЦрЕ χ

ᵫ℗τϢϤḢΊẁΥ ᴥΰθρ―ΠϣϦϘβʻ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 ᶝʾ ᶝ χḢΊ ₅ẁ   
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（7）公共交通の現状 

① 町内の公共交通網 

 ̧ ӻᾖ Υ Ϭ τ֫“ΰοΣϤʺ τψʺ ᶝׄʺ╣ ׄẉό ׄχ 3ׄΥ ΰ

οΜϘβʻ 

 ̧ Ϭ֫“βϥ НІψʺ ְχˮώϦһНІ˯χϕΤτʺ βϥ◕ ρχḧϬὫϐӻᶞН

ІϸрОИ˔Ϟ НІχ ΥΚϤϘβʻ 

 ̧ τψЌϼЄ˔ⱧỘּיΥ ʺΚϤז2ּ χ ψςκϣΤχְỘ Τϣ 5km ί ˢᵵφ 10

ӟ τ πΦϥ ӤˣτḯϘϦοΜϘβʻ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 χ῝Ặῖ  
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② 鉄道と路線バスによる人口カバー率 

 ̧ Ϭ֫“βϥώϦһНІʺ НІχ Ϟ ‭ Ϭ ρΰθ 500m ί ρʺ ᶝׄʺ

╣ ׄʺ ׄϬ ρΰθ 1km ί Ϭˮ῝Ặῖ ίӽ˯ρΰθ ›ʺ ᵺίӽχ ῢψ

9,458 πΚϤʺ 2 χ ῢϸН˔ ψ 71.1%ρσμοΜϘβʻ 

 ̧ Υיּ 65 ⅞ӟ τᾢ ήϦϥώϦһНІϬ Ψʺ НІρ τϢϥ ῢϸН˔ ψʺ

ӽπ 50.4%πΚϤʺ╦ Ỹψ 5.6%ʺ Ỹψ 0%ρσμοΜϘβʻ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 НІρ τϢϥ ῢϸН˔  

ʿ 2 ⁯ ₰ὫᴮϬᴥῬΰο⌠  

  

̞ώϦһНІψʺ65⅞ӟ Υ  
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˲ ῢϸН˔ ˳ 

̕ώϦһНІϬḯϚ῝Ặῖ ίӽ 

人口カバー率 50％以上  
 

Ỹ 
250mЮАЄв ῢˢ ˣ 

ώϦһНІϬḯϚ 

῝Ặῖ ίӽ ῢˢ ˣ 
῝Ặῖ
ίӽτϢϥ 

ῢϸН˔   64⅞ӟᴞ 65⅞ӟ   64⅞ӟᴞ 65⅞ӟ  

ᶝ 3,446 2,145 1,301 3,097 1,796 1,301 89.9% 

 977 503 474 474 0 474 48.5% 

╣  1,897 1,169 728 1,036 308 728 54.6% 

╦  1,800 1,041 759 765 87 678 42.5% 

 2,035 1,378 657 1,823 1,166 657 89.6% 

 1,590 945 645 993 348 645 62.5% 

 1,555 941 614 1,270 656 614 81.7% 

ὓ 13,300 8,122 5,178 9,458 4,361 5,097 71.1% 

11 ώϦһНІʾ НІʾ τϢϥ ῢϸН˔  

ʿ 2 ⁯ ₰ὫᴮϬᴥῬΰο⌠  

 

̕ώϦһНІϬ Ψ῝Ặῖ ίӽ 

人口カバー率 50％以上  
 

Ỹ 
250mЮАЄв ῢˢ ˣ 

ώϦһНІϬ Ψ 

῝Ặῖ ίӽ ῢˢ ˣ 
῝Ặῖ
ίӽτϢϥ 

ῢϸН˔   64⅞ӟᴞ 65⅞ӟ   64⅞ӟᴞ 65⅞ӟ  

ᶝ 3,446 2,145 1,301 2,811 1,796 1,015 81.6% 

 977 503 474 0 0 0 0% 

╣  1,897 1,169 728 483 308 175 25.5% 

╦  1,800 1,041 759 100 87 13 5.6% 

 2,035 1,378 657 1,676 1,166 510 82.4% 

 1,590 945 645 582 348 234 36.6% 

 1,555 941 614 1,048 656 392 67.4% 

ὓ 13,300 8,122 5,178 6,700 4,361 2,339 50.4% 

12 НІʾ τϢϥ ῢϸН˔  

ʿ 2 ⁯ ₰ὫᴮϬᴥῬΰο⌠  
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③ 路線バス・鉄道・タクシーの運行概要 

 ̧ Ϭ֫“βϥώϦһНІʺ НІʺ ʺЌϼЄ˔χ֫“ᵵ Ϭӟᴞτ ΰϘβʻ 
 

˲ώϦһНІ˳ 

車両 車種：トヨタ ハイエース コミューターGL 

台数：3台（やっこ号・あつひめ号・かがやき号、それぞれ 1台） 

定員：15人（座席 14人） 

運行事業者 「やっこ号」：北振バス株式会社 

「あつひめ号」「かがやき号」：株式会社二葉観光運輸 

路線 5路線 

運行日 月曜日～金曜日 

運休日：土日、祝日（振替休日を含む）、年末年始（12/29～1/3） 

［美川線］月曜日・水曜日運行 

［矢掛・三谷線］火曜日・木曜日運行 

［山田線］水曜日・金曜日運行 

［川面・中川線］月曜日・木曜日運行 

［小田・矢掛線］火曜日・金曜日運行 

運送の対価 無料 

利用対象者 · 町内に住所を有する 65歳以上の高齢者 

· 障害者 

· 免許証自主返納者（免許証不保有者含む） 

· 児童福祉法に規定する満 18歳に満たない人及びその保護者等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13 ώϦһНІχּכ ʾ   
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˲ӻᶞНІϸрОИ˔ˢᶞᴎ˙ ᶝ ˣ˳  

車両 定員：56人（座席 26席） 

ほとんどの車両がノンステップ車両 

矢掛（小林）の車庫では 3台が夜間滞泊 

系統・運行日 ［笠岡～小林］毎日運行 

［笠岡～井原線矢掛駅］平日 1便運行 

［笠岡市民病院～小林］平日のみ運行 

運行便数 月曜日～金曜日 31便、土曜日・日曜日・祝日 14便 

運賃 対キロ区間制 

例）井原線矢掛駅～笠岡市民病院 780円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14 ӻᶞНІϸрОИ˔ˢᶞᴎ˙ ᶝ ˣχ  
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˲ НІˢ ᶝ˙ ▀ ФжЃ ˣ˳  

運行日 毎日 

運行便数 月曜日～金曜日 13便、土曜日 11便、日曜日・祝日 10便 

運賃 対キロ区間制 

例）井原線矢掛駅～美星産直プラザ 520円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 НІˢ ᶝ˙ ▀ ФжЃ ˣχ  
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˲ӻᾖ ˳ 

駅名 
運行便数 始発時刻（平日） 終発時刻（平日） 

平日 土曜日 日祝日 上り 下り 上り 下り 

小田駅 46 46 46 5：24 6：15 22：16 23：08 

矢掛駅 46 46 46 5：29 6：21 22：22 23：12 

三谷駅 46 46 46 5：33 6：26 22：25 23：17 

※ 上り…清音・総社方面 下り…井原・神辺方面 
 

運賃 対キロ区間制 

例）清音駅との区間運賃 → 小田駅：670円 矢掛駅：500円 三谷駅：430円 

 

 

˲ЌϼЄ˔˳ 

 有限会社東タクシー 株式会社二葉観光運輸 

乗務員数 5名（うち 4名は介護職員初任者研修の
資格を保有） 

10名（うち 3名はタクシー専任、2名
はふれ愛バスと兼務） 

車両 クラウンコンフォート 3台 

車いす対応の軽自動車（中古） 1台 

普通車両 7台、定員 5人 

大型車両 1台、定員 9人 

初乗り運賃 1,250mまで 650円 

以降 305mごとに 100円 

※上記の料金に迎車送迎料が加算 

684mまで 500円 

以降 283mごとに 100円 

※上記の料金に迎車送迎料が加算 

割引 · おかやま愛カードの提示で 1割引 · おかやま愛カードの提示で 1割引 

· 70歳以上の利用者は 1割引 

営業日 毎日 毎日 

営業時間帯 7：00から 18：00 

※ 事前予約があれば営業時間外でも可能

な限り対応 

7：00から 21：00 

車両常駐場所 営業所 営業所、矢掛駅前、矢掛プラザ前 

ʿᶆⱧỘϒχПϯзрϽ ₰ʺ Τϣχ ằД˔ЌϢϤ 
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④ ふれ愛バスの利用状況 

 ̧ 24 4ὮΤϣᾝ∕χ ἷּכ 3 πχ֫“Ϭᵫ◐ΰοӟ‭ʺᾚ ἱΰΥ ΜοΜϘβʻϘ

θʺ ἷЀкЗϳϱиІḇ χֲốτϢϤʺ ᾕ Τϣ 2 τΤΪοψ 3,280 ᾚ

ΰοΜϘβʻ 

 ̧ 24 Τϣ 4 Ϙπχ יּ χ ᾚ Ϭϙϥρʺ╣ ӟᵰψ 60%ӟ ᾚ

ΰοΣϤʺζχ πϜ╦ ψ 82.0%ρ ΦΨᾚ ΰοΜϘβʻ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16 ώϦһНІχ יּ  

 

減少率 50％以上  
 

路線 
平成 24年度 

利用者数（人） 

令和 4年度 

利用者数（人） 

平成 24年度から令和 4年度の増減 

増減数（人） 増減率（％） 

美川線 4,332 1,466 ▲2,866 ▲66.2% 

矢掛・三谷線 1,944 1,244 ▲700 ▲36.0% 

山田線 3,172 570 ▲2,602 ▲82.0% 

川面・中川線 2,859 972 ▲1,887 ▲66.0% 

小田・矢掛線 2,565 738 ▲1,827 ▲71.2% 

計 14,872 4,990 ▲9,882 ▲66.4% 

17 ώϦһНІ χיּ ᾚ 
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⑤ 井笠バスカンパニー「笠岡～矢掛線」の利用状況 

 ̧ ӻᶞНІϸрОИ˔χᶞᴎ˙ ᶝ τΣΪϥ יּ ψʺ 27 Τϣ ᾕ Ϙπψ

70,000 ῇϬ ӱΰοΜϘβʻ 

 ̧ 2 ψ ἷЀкЗϳϱиІḇ χֲốτϢϤ 51,480 τϘπᾚ ΰθϜχχʺ ͐

ψ 56,830 ρ 5,400 ᴥΰοΜϘβʻ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18 ӻᶞНІϸрОИ˔ˮᶞᴎ˙ ᶝ ˯χ ệ 

ʿs ᶴˣӻᶞНІϸрОИ˔Τϣ ằήϦθД˔ЌϬᴥῬΰο⌠  

 

⑥ 北振バス「矢掛～美星産直プラザ線」の利用状況 

 ̧ НІχ ᶝ˙ ▀ ФжЃ τΣΪϥ ʺψיּ 30 Τϣ 2 Ϙπ 10,000

ῇπ ӱΰοΜθΥʺ ͐ ψ 7,594 ρσμοΣϤʺ 2 Τϣᾚ Υ ΜοΜ

Ϙβʻ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19 НІˮ ᶝ˙ ▀ ФжЃ ˯χ ệ 

ʿ НІˢᶴˣΤϣ ằήϦθД˔ЌϬᴥῬΰο⌠   
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⑦ 井原鉄道の利用状況 

 ̧ ӻᾖ τΣΪϥ יּ ψʺ 29 ρ ᾕ ψ 110 πΚμθΥʺ 30

ψ⁞֗←ᵲʺ 2 ψ ἷЀкЗϳϱиІḇ χֲốτϢϤ 100 ϬᴞᵕμοΜϘβ  ̒

 ̧ 2 Τϣ 4 τΤΪοψ ᴥἱΰτΚϤʺ ͐ ψ 934,701 ρσμοΜϘ

βʻ 

 ̧ ṍʾ ṍᵰ πϙϥρʺ 29 Τϣ 4 τΤΪοʺ ᶘ ṍψ 40̋ ῇʺ Ỡ ṍψ

30̋ ῇρσμοΜϘβʻ ṍᵰψ ᾕ Ϙπψ 35̋ ῇπΰθΥʺ 2 Τϣ ἷЀ

кЗϳϱиІḇ χֲốτϢϤᾚ ΰʺ 4 ψ 29.5̋ρσμοΜϘβʻ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20 ӻᾖ χ ệ 

ʿӻᾖ ˢᶴˣΤϣ ằήϦθД˔ЌϬᴥῬΰο⌠  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21 ṍʾ ṍᵰ ệ 

ʿӻᾖ ˢᶴˣΤϣ ằήϦθД˔ЌϬᴥῬΰο⌠  
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⑧ 福祉タクシー助成事業 

 ̧ ᶝ πψʺ ♅ЌϼЄ˔ ⱧỘϬם☼ΰοΜϘβʻ 5 ϢϤ יּ Ϭᶈ ΰʺ‰

Ϟיּ ᵲּי χӱ Ϭ◦כΰοΜϘβʻ 

 ̧ Ϟיּ ʺ יּ ʺ χ∞ ᶛψӟᴞχρΣϤπβʻ 

 

˲ ʾיּ ˢ 5 ˙ˣ˳  

対象者 助成内容 交付方法 

身体障害者手帳（1級・2級） 

600円券×4枚×月数 窓口にて即時交付 療育手帳（A） 

精神障害者保健福祉手帳（1級） 

75歳以上の運転免許証を持っていない人 

住民税非課税者 

600円券×4枚×月数 
窓口にて即時交付 

住民税課税者 

600円券×2枚×月数 

65歳以上のみの世帯で、下肢不自由等により移
動が困難かつ家族等の援助による移動が困難で
ある人 

住民税非課税者 

600円券×4枚×月数 訪問調査の後、判定会
議で「可」となった場
合に交付 住民税課税者 

600円券×2枚×月数 

※平成29年度までは対象者に1か月あたり600円の利用券を2枚配布（住民税非課税世帯のみ） 

※令和4年度までは対象者に1か月あたり600円の利用券を4枚配布（住民税非課税世帯のみ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22 ♅ЌϼЄ˔ ⱧỘτΣΪϥ χ∞ ᶛ 
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⑨ 通所付添サポート事業 

 ̧ ᶝ πψʺ ӽЬИДϱЂ˔РІτ βϥθϛχ ЂЪ˔ЕⱧỘϬם☼ΰοΜϘβʻ 

 ̧ ⱧỘχᵵ Ϟ יּ ψӟᴞχρΣϤπβʻ 

 

˲ᵵ ˳ 

内容 

高齢者の社会的孤立の防止や介護予防等を目的として、町民有志の実施団体により、
週 1回ミニデイサービスを開催（地域ミニデイサービス事業）。自力での参加が困難
な利用者のために、実施団体が送り迎えを行うもの（通所付添サポート事業）。 

実施団体 

①三谷ふれ愛の会（平成 31年 2月～） 

 →三谷地区：東三成、横谷 

②ダイヤモンドクラブ（令和 2年 1月～） 

 →矢掛地区及び他のミニデイサービスがない地区：矢掛、小林、里山田、南山田、 

  中、本堀、浅海、江良 

③小田地域ミニデイサービス（令和 2年 9月～） 

 →小田地区：小田 

④あすみる倶楽部（令和 3年 11月～） 

 →川面地区：宇内、西川面、東川面 

⑤さんさん美川（令和 4年 11月～） 

 →美川地区：上高末、下高末、宇角、内田 

ʿᴎ╦ᾉ HPˢϵж˔! МϱО˔зрϼχ╥ τ῏ϤΥΚϤϘβʻxʺ Τϣχ ằⱢ ϢϤ  

 

˲ 4 χ ḧ יּ ˳ 

団体 利用者数 

三谷ふれ愛の会 348人 

ダイヤモンドクラブ 196人 

小田地域ミニデイ
サービス 

306人 

あすみる倶楽部 224人 

さんさん美川 88人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 23 ЂЪ˔ЕⱧỘχ ᵫ ӽ  
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（8）井原鉄道 3駅及び主要なバス停の整備状況 

① 矢掛駅 

項目 内容 

駅構造 高架駅、島式 1面 2線 

トイレ 多機能対応トイレあり（車椅子、ベビーベッド） 

駅係員の配置 
井原鉄道の職員は配置されていない 

町からの委託を受けた住民が窓口対応（8：30～18：00） 

乗車券の販売 8：30～18：00の間のみ販売 

バス停 駅舎南側にふれ愛バスと民間路線バスのバス停あり 

タクシー乗降場所 駅舎南側に 2台分のタクシー専用の待機スペース・乗降場所あり 

駐車場 無料駐車場あり（28台分）、乗降場所なし 

駐輪場 無料駐輪場あり（上屋 13基、約 65台分） 

レンタサイクル 6台 

待合施設 駅舎内に椅子あり 

スロープ・昇降設備 なし 

付帯施設 売店、食堂（矢掛駅 つどい）、無料Wi-Fi 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

24 ᶝׄχ ệ  

ꜛᴪ כּ כּ  

ЌϼЄ˔ Ϥ   

ᵬ  
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② 三谷駅 

項目 内容 

駅構造 高架駅、相対式 2面 2線 

トイレ 多機能対応トイレあり（車椅子、ベビーベッド） 

駅係員の配置 
井原鉄道の職員は配置されていない 

町からの委託を受けた住民が窓口対応（8：30～18：00） 

乗車券の販売 なし 

バス停 駅舎南側にふれ愛バスのバス停あり 

タクシー乗降場所 なし 

駐車場 無料駐車場あり（18台分）、乗降場所なし 

駐輪場 無料駐輪場あり（高架下） 

レンタサイクル 4台 

待合施設 駅舎内に椅子あり 

スロープ・昇降設備 なし 

付帯施設 なし 
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③ 小田駅 

項目 内容 

駅構造 高架駅、単式 1面 1線 

トイレ 多機能対応トイレあり（車椅子、ベビーベッド） 

駅係員の配置 
井原鉄道の職員は配置されていない 

町からの委託を受けた住民が窓口対応（8：30～18：00） 

乗車券の販売 なし 

バス停 駅舎南側にふれ愛バスのバス停あり 

タクシー乗降場所 駅舎東側に 1台分のタクシー専用の待機スペースあり 

駐車場 無料駐車場あり（28台分）、乗降場所なし 

駐輪場 無料駐輪場あり（上屋 11基、約 55台分） 

レンタサイクル 4台 

待合施設 駅舎内に椅子あり 

スロープ・昇降設備 なし 

付帯施設 なし 
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④ 主要バス停 

ώϦһНІχṞ πΚϥ ♅ЈрЌ˔ẉόӻᶞНІϸрОИ˔Ϟ НІρ βϥ

ᶝ ԚϞ НІ χ ệψӟᴞχρΣϤπβʻ 

 

˲ ♅ЈрЌ˔˳ 

 ̧ ώϦһНІχṞ ρσϥ ♅ЈрЌ˔ψʺὺ τӭ◓ΥΚϤʺּכ ψ ῢ π Ṑΰ

οΜϘβʻ 

 ̧ ψʺὺיּ χ ῢϬ οβΩּכ τ Ϥ₅ϚάρΥπΦϘβʻ 
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˲ ᶝ Ԛ˳ 

 ̧ ώϦһНІχНІ ψʺὺ χ ῢΤϣβΩựΨτΚϤʺ ᴒϞӭ◓Ϝ ήϦοΜϘβʻ 

 ̧ ӻᶞНІϸрОИ˔ρ НІχНІ ψʺὺ χ ῢΤϣ ΰ Ϧθ Μτל ήϦο

ΣϤʺ ᴒϞӭ◓ χ › ʺНІЦϱ̞ ήϦοΜϘδϭʻ 
 

※ バスベイとは、歩道に切れ込みを入れてバスを停めるスペースのこと 
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˲ НІ ˳ 

 ̧ ׄΩṄϤχӻᶞНІϸрОИ˔χНІ ψʺ ׄΤϣ 3 χ τΚϤʺНІЦ

ϱψ ήϦοΜϥϜχχʺ ᴒϞӭ◓ ψ ήϦοΜϘδϭʻ 
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（9）公共交通に対する町の財政負担額 

 ̧ ᶝ ψʺ ְχώϦһНІχ֫“Ὂ χ ᶛρʺӻᶞНІϸрОИ˔ρ НІχ֫“Ὂ χ

ԁ Ϭ ΰοΜϘβʻ 

 ̧ 29 Τϣ 4 τΣΪϥ῝Ặῖ τḩβϥ χ∞ ᶛχ ӱϬϙϥρʺ 29

Τϣ ᾕ ʺ 3 ψ 25,000 ד ῇπΚμθΥʺ 4 τψ 30,356 τד

ᴥΰοΜϘβʻ 

 ̧ ԁ ΚθϤχ∞ ᶛ̞ψʺ 4 τψ  ρσμοΜϘβʻד2,259

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

29 ῝Ặῖ τ βϥ χ∞ ᶛ 

 

※ ※財政負担額の合計を住民基本台帳（各年度1月1日時点）による総人口で除して算出 
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（10）日常生活における移動の実態とニーズ 

① 通勤・通学による人口流動 

 ̧ Ỡʾ ᶘρϜτʺ βϥӻᾖ◕Ϟᶞᴎ◕ʺ ◕ρχḧχ ʾ ̞Υ ΨσμοΜϘβʻ 

 ̧ ᶘτΣΜοψᴎ╦◕ϒχ ̞Υ ΨσμοΜϘβʻ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30 Ỡּיχ ệ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

31 ᶘּיχ ệ 

ʿ 2 ⁯ ₰ὫᴮϬᴥῬΰο⌠  

※ 矢掛町への通勤・通学者の常住地、矢掛町常住者の通勤・通学先を集計  
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② 通院の移動状況 

 ̧ 65⅞ӟ ρ 64⅞ӟᴞςκϣϜ Ԛ ψʺ ᶝ ΥΩϜ Ψʺ ᵰπψ ◕Ϟӻᾖ◕Υ Ψ

σμοΜϘβʻ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

32 ˲65⅞ӟ ˳1 ϢΨ“Ψ Ԛ ˢ ӡ10ӡˣ 

ʿ 3  ϯрϾ˔Е ₰Ὣᴮ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

33˲64⅞ӟᴞ˳1 ϢΨ“Ψ Ԛ ˢ ӡ10ӡˣ 

ʿ 3  ϯрϾ˔Е ₰Ὣᴮ 
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 ̧ 65⅞ӟ ρ 64⅞ӟᴞςκϣϜ Ԛχӱ ︣ ψʺˮ ꜛˢכּ π֫ ˣ˯ χᶤ›ΥΩϜ‰Ψσμο

ΜϘβʻ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

34 ԚⱲχӱ ︣  

ʿ 3  ϯрϾ˔Е ₰Ὣᴮ 
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③ 買い物の移動状況 

 ̧ 65⅞ӟ ρ 64⅞ӟᴞςκϣϜ Μ ψʺ ᶝ ΥΩϜ Ψʺ ᵰπψ ◕Ϟӻᾖ◕Υ

ΨσμοΜϘβʻ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

35 ˲65⅞ӟ ˳1 ϢΨ“Ψ Μ ˢ ӡ10ӡˣ 

ʿ 3  ϯрϾ˔Е ₰Ὣᴮ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

36 ˲64⅞ӟᴞ˳1 ϢΨ“Ψ Μ ˢ ӡ10ӡˣ 

ʿ 3  ϯрϾ˔Е ₰Ὣᴮ 
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 ̧ 65⅞ӟ ρ 64⅞ӟᴞςκϣϜ Μ χӱ ︣ ψʺˮ ꜛˢכּ π֫ ˣ˯ χᶤ›ΥΩϜ‰Ψσμ

οΜϘβʻ 
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ʿ 3  ϯрϾ˔Е ₰Ὣᴮ 

 

  

93.0%

26.2%

7.3%

2.1%

0.3%

0.0%

0.6%

4.9%

4.6%

0.0%

74.0%

29.7%

6.9%

3.6%

3.6%

2.0%

0.6%

1.8%

3.7%

0.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

( )

( )

( )

( )

64 (n=328)

65 (n=3,121)



ӽρ῝Ặῖ χᾝ  | 33 

④ 今後の移動手段確保に関する意向 

 ̧ 65⅞ӟ ψˮⱲ⁭ϞὊ ΥὨϘμοΜϥώϦһНІχ֫“ Ϭᾋ ΰ Ῠ̋ΦσρΦτꜛ ựΨ

Τϣ ϦϥϢΞτβϥ Υ˯ 30.5%πΩϜ‰Ψ ⱳ̋Μπˮ ЌϼЄ˔ὴχЂ˔РІϬᵠ βϥ Υ˯ 27.4%

ρσμοΜϘβʻ 

 ̧ ԁ ʺ64⅞ӟᴞψˮӻᾖ χЂ˔РІˢ ʺ֫“Ⱳḧ ʺ֫ σςˣϬᵠ βϥ˯Υ 32.5%

πΩϜ‰ΨσμοΜϘβʻ 

 ̧ ῝Ặῖ Ђ˔РІχӲⱱʾᶎ τἰϥ῝ ◦ ᶛτ βϥӪΰρΰοψʺ65⅞ӟ ẉό 64⅞ӟ

ᴞςκϣϜˮᾝ χ῝ ◦ ᶛτβϓΦπʺ Ṩᵠ ϬᴥΠσΥϣᾝ χЂ˔РІϬӲ

ⱱβϓΦ˯Υ 40% ῇ ʺˮ ₈ӟ τ῝ ◦ ᶛϬ ϞβϓΦ˯Υ 16% ρσμοΣϤʺᾝ

ψζϦӟ Υ ϘΰΜρβϥӪᾋΥᵃ ρσμοΜϘβʻ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

38 ῝Ặῖ τ βϥӪΰ 

ʿ 3  ϯрϾ˔Е ₰Ὣᴮ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

39 ῝Ặῖ Ђ˔РІχӲⱱʾᶎ τἰϥ῝ ◦ ᶛτ βϥӪΰ 

ʿ 3  ϯрϾ˔Е ₰Ὣᴮ 
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3 問題点と取り組むべき課題 

（1）問題点 

άϦϘπχ῝Ặῖ τ βϥ ₰ʾ Ὣᴮʺẉό ᶝ ӽ῝Ặῖ ᵓṳπχṳ χ Ϭ Ϙ

Πʺ ᶝ χ῝Ặῖ τΣΪϥ ϬӟᴞχρΣϤ ΰϘΰθʻ 
 

問題点 概要 

（1）人口減少や、運転免許を持つ高
齢者の増加等による公共交通利
用者数の減少 

町内全域で人口減少と高齢化が進んでおり、今後もさらに
進行すると想定されます。 

（2）公共交通を利用しにくい地区の
存在 

鉄道駅から 1km圏域及び路線バス（4条路線バス）の停留
所から 500m圏域に居住している人は 50.4%と半数程度です。 

また、利用対象者が 65歳以上の高齢者等に限定されるふれ
愛バスを含めても 71.1%であり、公共交通を利用しにくい地区
が存在します。 

（3）駅や主なバス停における誰もが
利用しやすい環境整備の不足 

井原鉄道や路線バスは、町外への移動手段として重要な役
割を担っており、地域内交通から乗り継ぎしやすいダイヤを
設定する等、移動利便性の向上を行う必要があります。 

（4）タクシーの利用時間帯の集中 

タクシーの利用は午前に集中し、乗務員や車両が不足する
時間帯があります。しかし、午後からの利用は少なく、新た
に車両を導入する等は難しい状況です。 

（5）需要減や、運転手・車両等のリ
ソース不足による交通事業者の
事業継続への懸念 

バスやタクシー等の乗務員の高齢化に加え、新型コロナウ
イルス感染症の影響による乗務員の減少等、公共交通の担い
手不足が続いています。 

（6）初めての利用者や町外からの来
訪者にとっての利用方法や経路
のわかりにくさ 

路線ごとに時刻表や路線図があり、乗り継いで利用する際
や、はじめて利用する場合等にはわかりにくい状況です。 

また、公共交通の運行内容（ダイヤ・停留所の場所等）や
タクシー助成事業の概要を認知していない住民も多くなって
います。 

（7）公共交通に関する現状・問題点
や課題を関係者間で共有・議論
する仕組みが整っていない 

鉄道やバス、タクシー等の交通事業者と行政が一体とな
り、利用者にとって利便性の高いサービスの提供に向けた、
官民連携のシームレスな公共交通の運営が必要となっていま
す。 
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（2）取り組むべき課題 

χ Ϭ ϘΠʺ₈ῇχ ᶝ τΣΪϥⱱ σ῝Ặῖ χםᾝτΰΪο︡Ϥ ϚϓΦᴿ

ϬӟᴞχρΣϤ ΰϘβʻ 

 

1） 住民・来訪者のニーズと、交通事業者のサービス供給能力を踏まえた効率的な公共交通網の構築 

ӽπ ῢᾚ ρ‰ ᴟΥ ϭπΣϤʺ₈ῇϜήϣτ “βϥρ ήϦϘβʻΰΤΰʺ῝Ặ

ῖ χ ίӽᵰτ Ϛ‰ σςχῖיּ ψʺṓὖτᵰיּפֿ βϥάρΥ₉ σ ϜΜϥ ệπβ  ̒

ạ χ ệϞ χӱ И˔Ї Ϭ ϘΠʺ‰ Υיּ ΰϞβΨʺζϦηϦχ ӽτ›μθ῝Ặ

ῖ χ֫“Ἱ ʾЂ˔РІ Ϭ―Πϥ ΥΚϤϘβʻ 
 
 
 

2） 鉄道や路線バスを活用した町外への移動利便性の向上 

ӻᾖ Ϟ НІʺ ӽ ῖ χ ϤὋΧΥΰϞβΜЍϱбϬ ΰʺ ᵰϒχӱ χΰ

Ϭ“Ξ ΥΚϤϘβʻϘθʺᾉᵰΤϣχ σςχӱיּ χדᶪᴟϞ χΰ τΰΪοʺῖ

Ὁ IC ϸ˔ЖϬ βϥ χᾁ Ϭβϥ ΥΚϤϘβʻ 
 
 
 

3） タクシーの活用等による町内の移動利便性向上 

ᾝ∕ʺЌϼЄ˔ψ‰ Ϭיּ τ χ ᶨτὧΤβάρχπΦσΜӱ Ђ˔РІρσμοΜϘβ

Υʺ Υῂ τ ΰο Ԍẉόּכ Υ βϥⱲḧ ϜΚϥ ệπβʻ 

χ Ϭ‰ϛʺⱧỘּיχⱱ σ֫“τΰΪθ︡Ϥ ϙϬᾁ βϥ ΥΚϤϘβʻ 
 
 
 

4） 公共交通に関するわかりやすい情報発信 

‰ Ϟיּ ᵲּיʺ ϛο βϥ σςʺ ϜΥϩΤϤϞβΜ Ϭ“Μʺ῝Ặῖ χ֫“

Ϟ Υם☼βϥӱ ├כ◦ χ Ϭΰ ήδʺ῝Ặῖ χ Ϭ β ΥΚϤϘβʻ 
 
 
 

5） 持続可能なサービスを提供するための仕組みづくり 

῝Ặῖ Ђ˔РІϬⱱ ᴦ σϜχρβϥθϛʺ Ϟ֫ Ὁχᾋ ΰτϢμοῖ ⱧỘּי

χ ׃ Ϭΰ ήδϥρρϜτʺ῝Ặῖ χ Μ︣ϬὋ τᶎ βϥ ΥΚϤϘβʻ 
 
 
 

6） 関係者間・他分野との連携強化 

ώϦһНІϬḚᶭβϥ ♅ᵒῐᴿϬψαϛʺ ḧϞῖ ⱧỘּיʺ ρσϥ☼ ʺḩἰ

ḧπיּ ὀΰθ︡Ϥ ϙϬ“Ξ ΥΚϤϘβ Ϙ̒θ ῖ̋ ψ ӽχ ϣΰ τḩϩϥ▀ỘπΚϤʺ

χ ϣΰτ ΦΨḩϩϥӺ ϞễӾσςχ ρχẶ τϢϥ︡Ϥ ϙϜᾁ βϥ ΥΚ

ϤϘβʻ 
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4 矢掛町のまちづくりの方向性 

ὓᵊχ ӡὓᵊẉόḩ ὓᵊτνΜοʺὓᵊχṁ Ϟ ʺ῝Ặῖ τḩβϥ☼├ʾⱧỘχ

ᵵ ϬᴞṜχ Ϥ ΰϘβʻ 

 

（1）上位計画 

【第 6次矢掛町振興計画（後期計画）（令和 3年 3月策定）】 

計画期間 令和 3年度～令和 7年度 

将来像 やさしさにあふれ かいてきで げんきなまち 

まちづくりの 

基本理念 
ひとが輝き☆ 地域が輝き☆ まちが輝き☆ 笑顔あふれるまちづくり 

重点目標 1．地域の自主性を生かした協働による地域づくりの推進 

2．学ぶ環境づくりと教育の総合的な推進 

3．安心して子どもを産み育てることができる子育て環境の整備と福祉制度の拡充 

4．安全かつ快適に暮らすための生活環境の整備と防災機能の拡充 

5．新たな雇用の創出と歴史的・文化的資源等を活用した観光振興による賑わいの

創出 

公共交通や移動
に関連する内容 

（p.73-74） 

【施策の方向】 

1 利便性の確保と利用促進 

（1）公共交通の利用促進 

駅は町の玄関口です。通勤・通学利用者や観光客に気持ちよく利用していた
だくため、各駅の管理人による駅前広場・待合所の管理・清掃、観光客等への
案内、無料駐車場・レンタル自転車の貸出等を行います。また、矢掛駅待合所
に整備した交流施設（飲食・物販スペース）を活用して賑わい創出を図りま
す。また、利用者の利便性の向上をさらに図るため、井原鉄道やバス会社など
関係機関と協力して、様々な人が利用しやすく、地域と一体となった駅管理を
目指します。そして、通勤・通学者への利用促進、観光情報の発信等、マイ
レール意識の高揚を図り、地域が一体となった利用促進を推進します。 

 

2 公共交通ネットワークの形成 

町民の日常生活に不可欠な鉄道やバスなどの交通手段に加え、町内福祉巡回バス
を運行し、公共施設などへの移動の利便性向上に努めます。また、矢掛駅の周辺に
おいては、鉄道とバスやタクシーなどの乗継利便性を高めるため、関係機関と連携
してさらなる機能充実に努めます。 

 

【具体的な取り組み】 

· 公共交通の利用促進啓発 

 

【目標指標】井原鉄道利用者数 

 R1（実績値） 1,106,413人 

 R7（目標値） 1,125,000人 

 

【関連事業名】 井原線利用促進事業 
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（2）関連計画 

【第 2期 矢掛町まち・ひと・しごと創生総合戦略（令和 3年 3月策定、令和 4年 10月改訂）】 

目標年 令和 3年度～令和 7年度 

基本目標 基本目標① 雇用を創出する 

基本目標② 町民の健康増進、福祉の充実、生活・交通の利便性の向上を図る 

基本目標③ 教育の充実と文化の振興を図る 

基本目標④ 住宅・生活環境を充実させ、矢掛への移住者の増加を図る 

基本目標⑤ 矢掛の資源を活かして観光力を強化する 

基本目標⑥ 結婚・出産・子育ての切れ目ない支援を行う 

公共交通や移動
に関連する内容 

（p.11-12） 

【基本目標②】町民の健康増進、福祉の充実、生活・交通の利便性向上を図る 

【推進施策】 

5 高齢者等の交通弱者の生活交通の確保 

（今後の方向性） 

現在の地域福祉バスの運行体制を継続する中で、より高齢者等の交通弱者に
対する気軽な移動手段としての役割を果たすことに努める。また、地域福祉バ
スへの乗車の難しい方に対して福祉タクシーの助成券の交付事業を行い、高齢
者等の交通弱者にとって住みよい町づくりを行っていく。また、輸送手段の確
保に向けて、貨客混載及びグリーンスローモビリティを推進する。 

（取り組みの例） 

· 地域福祉バス運行事業 

· 福祉タクシー助成券交付事業 

· 貨客混載事業 

· グリーンスローモビリティ活用検討事業 

 

6 井原線の利用促進 

（今後の方向性） 

「井原線 DE得得市」をはじめ、井原線の利用促進につながるイベント、施策
を展開する。また、町の玄関口である駅を気持ちよく利用してもらうために、
その管理等を十分に行い、利便性の向上を図る。また、矢掛駅待合所に整備し
た交流施設の活用による賑わい創出を図る。 

（取り組みの例） 

· 井原線利用促進事業 

 

【重要業績評価指標（KPI）】 

· 地域福祉バス年間利用者数 8,127人（R1）Ÿ8,150人（R7） 

· 井原線年間利用者数 111万人（R1）Ÿ112.5万人（R7） 
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【矢掛町立地適正化計画（令和 5年 3月策定）】 

目標年次 令和 22年度（概ね 20年間） 

持続可能なまち
づくりの目標 

人と地域を繋ぎ豊かさを未来に紡ぐ 対流・交流促進のまち やかげ 

公共交通や移動
に関する内容 

（p.12） 

【方針 1】人と地域が繋がるまちづくり 

· 地域特性や需要に応じた交通手段やサービス水準を確保し、都市拠点と町内各地

域の交通アクセスの向上を図ります。 

· 矢掛駅（鉄道）及び弦橋北詰交差点周辺（車）の交通結節機能を高めるとともに、

ニーズに応じた都市機能の充実や景観形成など魅力の向上に努めます。 

· 幹線道路、生活道路など町内外の連携を踏まえた交通ネットワークを構築すると

ともに、役割に応じた交通関連施設等の整備を行い、道路機能の向上に努めます。 

【方針 2】豊かさを未来に紡ぐまちづくり 

· 持続可能なまちづくりを目指し、既に一定の都市機能が集積し、交通利便性の高

い地域を都市拠点に位置付け、既存ストックを有効活用しながら、魅力や都市機

能、交通利便性の維持・向上に努めます。 

· 一定の人口密度の確保により都市拠点の魅力等の維持・向上し、交通弱者などが

歩いて暮らせる利便性の高い地域の形成を目指し、徒歩あるいは公共交通等で容

易にアクセスできる区域の快適で安全・安心な居住環境の創出を図ります。 
 

1.誘導施策 

1）都市機能誘導施策「公共交通等によるアクセスの確保」 

· 鉄道や路線バスに福祉バスを加え、日常生活に不可欠な移動の利便性向上に努め

ます。また、矢掛駅周辺では、交通結節点としての機能充実に努めます。 

· AI や IoT などによる技術革新を受け、過疎化や高齢化など地域が抱える課題に

対応した、新たな移動手段の導入について検討します。 
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【矢掛町観光振興ビジョン（令和 4年 3月策定）】 

計画期間 令和 4年度～令和 13年度 

将来像 町民と観光客が一体となれる空間 来て良かった 住みたい町 

～人が集まり 賑わいと笑顔があふれるまち やかげ～ 

観光戦略 1．矢掛町の魅力を理解し、戦略的な情報発信による賑わい創出 

2．観光振興に必要な連携体制の強化 

3．持続可能な観光体制と多様な参画者の受け入れ体制強化 

4．地域の素材を生かした観光商品の造成 

5．世界の人々を魅了する観光コンテンツの造成 

アクションプラ
ンの方針 

（1）情報戦略 

（2）観光推進体制の強化 

（3）受入れ体制の強化と環境整備 

（4）商品（コンテンツ）開発 

（5）インバウンド対応 

公共交通や移動
に関連する内容 

（p.26） 

5-5．アクションプランの方針 

（3）受入れ体制の強化と環境整備 

（3-1）周遊環境の整備検討と実践 

【具体的な取り組み】 

町内観光における二次交通等の在り方を検討します。 

 

【第 3次矢掛町地域福祉計画、第 5次矢掛町地域福祉活動計画（令和 3年 3月策定・令和 4年 10 月 

一部改訂）】 

計画期間 令和 3年度～令和 7年度 

将来像 みんなが支え合い安心して暮らせる 福祉のまちづくり 

基本目標 基本目標① 地域福祉を担う人材づくり 

基本目標② 地域福祉の意識づくり 

基本目標③ みんなで支え合う体制づくり 

基本目標④ 地域福祉活動の拠点づくり 

基本目標⑤ 福祉サービスの適切な利用体制づくり 

公共交通や移動
に関連する内容 

（p.70-71） 

地域福祉計画 

基本目標⑤ 福祉サービスの適切な利用体制づくり 

（4）福祉サービスの質の確保 

【方向性】移動手段の確保 

高齢者や障害のある人など交通手段に制限を受ける方々の移動手段を確保し日常
生活の利便性の向上や積極的な社会参加を促します。 

【地域の役割】 

少子高齢化によりコミュニティが維持できなくなる可能性があり地域福祉バスの
路線の見直しを町にお願いします。 

【行政の役割】 

移動手段を持たない方の有効な移動手段として地域福祉バスの路線の見直し等利
便性の充実を検討します。（福祉介護課） 
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5 矢掛町における公共交通のめざす姿 

ӡʾḩ ὓᵊτψʺˮ ῖ χӱיּפֿ ︣ ᶎ ˯̋ˮ῝Ặ☼ σςϒχӱ χ ΰ ˯ρΜμθ

ΥṜ∏ήϦοΣϤʺ₈ῇχ ᶝ χϘκξΨϤτΣΜο῝Ặῖ Υ Ξ ᶤψ ΦΜρ―ΠϣϦ

Ϙβʻ 

άϦϘπ ΰοΦθ ᶝ χᾝ Ϟ῝Ặῖ χ ʾᴿ Ϭ ϘΠθ πʺ ᶝ χϘκξΨ

Ϥχ ΰ ˢ ӡʾḩ ὓᵊ Ϭx― ΰʺ ᶝ τΣΪϥ῝Ặῖ χṁ ϬⱳχρΣϤρΰϘβʻ 

 

（1）基本理念 

 

 

 

 

（2）基本目標 

基本目標 1 地域に適した移動手段の確保 

ῢᾚ Ϟ‰ ᴟΥ₈ῇϜ Ϛ ʺ χӱ И˔ЇϞ ᶝ χ῝Ặῖ ⱢᾛϬ ϘΠθⱱ ᴦ

σӱ ︣ Ϭᶎ ΰϘβʻϘθʺḢΊẁΥ Ψ βϥϘκπΚϥθϛʺ ᵰϒχӱ χ

ΰ τΰΪθᾁ Ϭ“ΜϘβʻ 
 

 

基本目標 2 公共交通の運行効率化・利便性向上 

῝Ặῖ χּכ Ϟ χӲⱱʾאָׄʺ χΰ Ϟʺ ϛο βϥ τϜϩΤϤϞβΜⱲ

⁭ Ϭ⌠ βϥ ʺ῝Ặῖ Ϭ βϥάρϒχМ˔ЖиϬᴞΫʺ ΰϞβΜḕẽχ Ϭ“Μ

ϘβʻϘθʺ῝Ặῖ χ ├χם☼ τϢϤ ׃ Ϭΰ ήδϘβʻ 
 

 

基本目標 3 住民や関係者の連携による持続可能な公共交通の実現 

῝Ặῖ Υⱱ ᴦ σ ӽּזᵓχἹ Ϟʺ ˑχῖ ʾ ὀτṄ βϥϜχπΚϥάρϬ ϘΠʺ

ΥϢϤ ựτ῝Ặῖ χ ∕Ϭ ꜡ΰοϜϣΞθϛχ☼├Ϭ ᵫΰϘβʻΚϩδοʺ χ

ϣΰτ ΦΨḩϩϥ ♅ϞḢΊ χ ρχẶ τϢϥ☼├Ϭᾁ ΰϘβʻ 
 

  

公共交通で暮らしや交流を支える 住みやすく元気なまち やかげ 

 

関連する課題：1,2,3 

関連する課題：2,4 

関連する課題：5,6 
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（3）矢掛町における公共交通の将来像 

① 公共交通の将来像と位置付け 
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井原市 

総社市 

倉敷市 

笠岡市 

浅口市 

北振バス 

(矢掛～美星産直プラザ) 

井笠バスカンパニー 

(笠岡～矢掛線) 

矢掛駅 

三谷駅 

小田駅 

町外への移動手段（井原鉄道） 

町外への移動手段（路線バス） 

町外への移動手段（タクシー） 

町内の移動手段（ふれ愛バス） 

町内の移動手段（タクシー） 

交通結節点 
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位置付け 役割 該当箇所 

交通結節点 
広域交通及び幹線と幹線、幹線と支線の乗り
継ぎの中心となる拠点 

矢掛駅、三谷駅、小田駅 

地域拠点 

旧町単位の地域において、公共交
通の接続や人々の交流等の中心と
なる生活拠点 

矢掛地区 
矢掛駅、矢掛公民館、矢掛町役場、
老人福祉センター 等 

美川地区 美川公民館 等 

三谷地区 三谷駅、三谷公民館 等 

山田地区 山田公民館 等 

川面地区 川面公民館 等 

中川地区 中川公民館 等 

小田地区 小田駅、小田公民館 等 

41 Ấ χ ᶤ 

 

位置づけ 移動手段 役割 維持・確保の方向性 

町外への 
移動手段 

井原鉄道 通勤・通学等による
井原方面や倉敷・総
社方面への移動を担
う 

鉄道事業者や周辺自治体と連携して
サービスの維持・向上に努め、接続す
る交通手段は運行ダイヤ等を調整して
乗り継ぎの利便性を確保します。 

井笠バスカンパニー：
笠岡～矢掛線 

通勤・通学、通院等
による笠岡市への移
動を担う 

矢掛町と笠岡市を結ぶ路線であり、関
係自治体の補助や事業者の運営努力だ
けでは路線の維持・確保が困難である
ことから、地域公共交通確保維持事業
の活用により、運行を維持・確保しま
す。 

北振バス：矢掛～美星
産直プラザ線 

通勤、買い物等によ
る井原市への移動を
担う 

矢掛町と井原市を結ぶ公共交通ネット
ワークとして重要な役割を担ってお
り、今後も関係自治体と連携して運行
を維持・確保します。 

タクシー 井原市や笠岡市、倉
敷市などの目的地へ
の移動を担う 

町外及び町内の移動手段として重要な
役割を担っており、今後も交通事業者
と連携して運行の維持・確保します。 

町内の 
移動手段 

町内の医療機関や商
業施設などの目的地
への移動を担う 

ふれ愛バス 町内全域と町中心部
の間を結ぶ 

住民のニーズや地域の実情に合わせて
運行方法・体制を検討し、住民の移動
手段を確保します。 

42 ᶆӱ ︣ χ ᶤρӲⱱʾᶎ χ ΰ  
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② 地域公共交通確保維持事業の必要性 

⁯τϢϥ ӽ῝Ặῖ ᶎ Ӳⱱᵠ ⱧỘχ ψӟᴞχρΣϤπβʻ 
 

地域間幹線
系統補助 

充当系統：井笠バスカンパニー（笠岡～矢掛線（笠岡～矢掛駅～小林）） 

＜国庫補助を受ける必要性＞ 

井笠バスカンパニー（笠岡～矢掛線）は、矢掛町と笠岡市の拠点間を連絡し、通勤・通学、
通院等の日常生活の移動を担っています。また、起終点の笠岡駅前並びに小林、経由地である
笠岡市立病院、矢掛駅前は、鉄道（JR山陽本線・井原鉄道）や路線バス等の地域内交通と連
絡し、公共交通ネットワークを構築する上で特に重要な役割を担っています。 

一方で、自治体や事業者の運営努力だけでは路線の維持が難しく、地域公共交通確保維持事
業により運行を確保・維持する必要があります。※車両購入補助も含む 

43 ӽ῝Ặῖ ᶎ ӲⱱⱧỘχ  

 

③ 事業及び実施主体 

ְχώϦһНІʺӻᶞНІϸрОИ˔ẉό НІχⱧỘᵵ ψӟᴞχρΣϤπβʻ 
 

 ふれ愛バス 
井笠バスカンパニー 

笠岡～矢掛線 

北振バス 

矢掛～美星産直プラザ線 

起点 老人福祉センター 笠岡駅前 矢掛 

終点 各地区 小林 美星産直プラザ 

事業許可区分 道路運送法の適用外 4条乗合 4条乗合 

運行態様 路線定期運行 路線定期運行 路線定期運行 

実施主体 矢掛町 

（株）井笠バスカンパニー 北振バス（株） 
運行事業者 

二葉観光運輸（株） 

北振バス（株） 

運送の対価・
運賃 

無償 対キロ区間制 対キロ区間制 

補助事業の 

活用 
なし 

地域公共交通確保維持事業
（地域間幹線系統補助、車
両減価償却費等補助） 

なし 

44 ⱧỘẉόם☼︠  
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6 目標を達成するための取組 

（1）目標を達成するための取組一覧 

基本目標 取組 

実施主体 

町 
交通 

事業者 

地域 

住民等 

地域に適した移
動手段の確保 

ふれ愛バスの運行の見直し ○ ○  

定額タクシーの導入の検討 〇 〇  

公共交通の運行
効率化・利便性
向上 

タクシーの利用時間帯の分散 ○ ○  

公共交通の利用環境の改善 ○ ○  

観光客の周遊促進 ○ ○  

公共交通の運行経路や時刻、運行状況等の周知 ○ ○  

住民や関係者の
連携による持続
可能な公共交通
の実現 

地域や他分野との連携による外出促進 ○ ○ ○ 

住民や関係者での意見交換等の実施 ○ ○ ○ 
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（2）各取組の内容 

基本目標１．地域に適した移動手段の確保 

取組 1 ふれ愛バスの運行の見直し 

 ̧ ᾝ∕χώϦһНІψʺᶆ ỸϬ 2 ʺῂ ρῂῇζϦηϦ 1 χϙ֫“ΰοΣϤʺ יּ

ψ‰ Ϟיּ ᵲּיσςχ τᾢ ήϦοΜϘβʻᾝ“χ ệϬ ϘΠʺώϦһНІχ֫“

Ὁχᾋ ΰϬ“ΜϘβʻ 
 

実施主体 矢掛町、交通事業者 

      

実施時期 

R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 

 
    

 

取組２ 定額タクシーの導入の検討 

 ̧ ♅Ϟ◓ӾοτνΜοϜ ΰʺ ӽτ ΰθӱ ︣ ρΰο ᶛЌϼЄ˔Ϭ ΰϘβʻ 

 ̧ τΚθμοψʺЫϱЗрН˔ϸ˔ЖϬ ΜϥσςʺДЅЌиṪ Ϭᶨ ΰʺ χיּ

χΰ ρⱧỘּיχⱧ χ῟ ᴟϬ ϤϘβʻ 

 

【定額タクシー制度のイメージ】 

運行エリア 町内全域 

利用対象者 矢掛町民 

運行のルール · 町内はどこでも自由に乗降できる 

· 前日までの予約制とする 

運行日 月曜日～金曜日（土曜・日曜・祝日・12/29～1/3は運休） 

運行時刻 運行時刻は定めず、9時から 17時までの間であればいつでも利用可能 

料金 １回８００円（８００円を超えた部分を町が助成） 

利用回数 １カ月４回まで 

 

実施主体 矢掛町、交通事業者 

      

実施時期 

R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 

 
    

 

  

継続実施 

 

検討・実証実験 

毎年実施方法について検討 
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基本目標２．公共交通の運行効率化・利便性向上 

取組 3 タクシーの利用時間帯の分散 

 ̧ ЌϼЄ˔ψʺ χ ʾ ᵰϒχӱ τ ᴦὧσϜχτσμοΜϘβΥʺ Ⱳḧ ψῂ

τ ΰοΣϤʺ ԌϞּכ Υ βϥⱲḧ ϜΚϤϘβʻ 

 ̧ άΞΰθ ệϬ ϘΠʺ χИ˔Їτיּ ΰννЌϼЄ˔χ Ⱳḧ Ϭ ╩ήδϥάρϬ

ᾁ ΰϘβʻ 
 

実施主体 矢掛町、交通事業者 

      

実施時期 

R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 

  
   

 

 

取組 4 公共交通の利用環境の改善 

ӻᾖ χӲⱱʾḚאָׄ τϢϥ χΰ  

 ̧ χӻᾖ ͏ׄχָׄאψ χḚ πΚϥάρΤϣ ԏ̋Φ

ΦʺӲⱱʾḚ Ϭ“Μ χΰ τ ϛϘβʻ 

 ̧ ӻᾖ Ϟ ḩἰ ρ ὀΰʺ τϩΤϤϞβΜӛיּ

ꜘχ τם ϛϘβʻ 

 ̧ LED χ σςʺ ϵК ├Ϭ“ΜʺжрИрϽЀІЕϬ⌡

ᾚΰϘβʻ 
 

実施主体 矢掛町、交通事業者 

      

実施時期 

R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 

 
    

 

ϤὋΧϬ― ΰθЍϱб  

 ̧ ӻᾖ Ϟ НІʺ ӽ ῖ χ ϤὋΧΥΰϞβΜЍϱбϬ ΰʺ ᵰϒχӱ χ

ΰ τ ϛϘβʻ 

 ̧ Ѝϱб τΚθμοψʺ ᶝ ρḩἰꜛⱵ ʺῖ ⱧỘּיΥ ὀΰο“ΜϘβʻ 
 

実施主体 矢掛町、交通事業者 

      

実施時期 

R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 

 
    

 

継続実施、必要に応じて適宜改善 

 

継続実施 

 

継続実施 

 

検討 

 

45 ӻᾖ ᶝׄ 
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ӻᾖ ʾ НІχ֫“Ὃ τΰΪθ χ  

 ̧ ӻᾖ ʺӻᶞНІϸрОИ˔ˢᶞᴎ˙ ᶝ ˣẉό НІˢ ᶝ˙ ▀ ФжЃ ˣψʺ

ḩἰꜛⱵ ẉόῖ ⱧỘּיρ ὀΰʺ Ỹḧχ֫ ᶤԏτϢϥ χיּ ὖᾚʺ ⱪ Ϟ

ⱪϬה ρΰθ῝Ặῖ τḩβϥễעχᵫ℗σςʺ χ Ϭ ϤϘβʻ 
 

実施主体 矢掛町、交通事業者 

      

実施時期 

R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 

 
    

 

取組 5 観光客の周遊促進 

 ̧ ᶝ ψʺӻᾖ ᶝׄΤϣ 10 χ τḢ

ΊⱢᾛΥϘρϘμοΣϤʺựΨτψ χׄ╦ ϞΤΫ Υ

ΰοΜϘβʻḢΊẁτϜ ΰθНІχ ›☼ χ Ϭᾁ

ΰϘβʻ 

 ̧ Τϣ ϦθḢΊⱢᾛϘπχӱ ︣ ρΰοψʺйрЌ

Ђϱϼи χ Ϭ“μοΣϤʺ χḢΊ ︣ ρχ ὀ

Ϟʺ῝Ặῖ π ΰϞβΜ▫ ϙʾ☼├Ϭᾁ ΰϘβʻ 

 

実施主体 矢掛町、交通事業者 

      

実施時期 

R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 

 
    

 

取組 6 公共交通の運行経路や時刻、運行状況等の周知 

 ̧ Ⱳ⁭ Ϟ ψʺ ⱫЂϱЇϬ ΦΨβϥάρτᴥΠʺᾋϞβΜДЃ

ϱрʺ ỸέρϞ τⱲ⁭ ϬϘρϛϥσςʺⱲ⁭Ϭ ϓϞβΨσ

ϥϢΞ⌠ ΰϘβʻήϣτʺ НІϞ χⱲ⁭Ϟ ϤὋΧσςϬ

ϓϥάρΥπΦϥⱲ⁭ χ⌠ Ϝᾁ ΰϘβʻ 

 ̧ χῲ σςϬᶨ ΰο ṍ τ῝Ặῖ τḩβϥ Ϭ“Μʺ֫

“ᵵ Ϟ Υם☼βϥⱧỘσςχ ΰ τΰΪθ︡Ϥ ϙϬ“Μ

Ϙβʻ 

 

実施主体 矢掛町、交通事業者 

      

実施時期 

R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 

 
    可能な取組から検討・継続実施 

 

可能な取組から検討・継続実施 

 

可能な取組から検討・継続実施 

 

46 χׄ╦ ϞΤΫ π
ΰ ΰοΜϥйрЌЂϱϼи 

47 ῲ ϞΤΫ 
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基本目標３．住民や関係者の連携による持続可能な公共交通の実現 

取組 7 地域や他分野との連携による外出促進 

 ̧ ΜΦΜΦЂкрσςχ‰ χיּ Μχ τΣΪϥᾦόΤΪτϢϤʺ῝Ặῖ Ϭ ΰθ Μ Ϟ

ᴭ πχϽи˔ФτϢϥΣ ΤΪϬ ΰϘβʻ 

 ̧ ζχ ʺ῝Ặῖ χ Υ σΜⱲḧ χ Ϭ ϥθϛʺ Ộ☼ ϞӺ Ṑḩσςʺ

ρ ὀΰʺⱱ ᴦ σ῝Ặῖ Ϭ ◙ΰθ☼├Ϭᾁ ΰϘβʻ 
 

実施主体 矢掛町、交通事業者、地域住民等 

      

実施時期 

R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 

 
    

 

 

取組 8 住民や関係者での意見交換等の実施 

ӽ῝Ặῖ ᵓṳχᵫ℗ 

 ̧ ᶝ χ῝Ặῖ Ϭⱱ τ֫“βϥθϛʺ ӽ῝Ặῖ ᵓṳ

Ϭ ṍ τᵫ℗ΰʺ ὓᵊτἿΫθⱧỘχם☼ ệϞ

ᴣ◙ χ ệ ʺ ⁮Ϭ“ΜϘβʻ 

 

 

実施主体 矢掛町、交通事業者、地域住民等 

      

実施時期 

R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 

     

 

  

継続実施 

 

可能な取組から検討・継続実施 

 

48 5 ӽ῝Ặῖ
ᵓṳχ ◓ 
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ḩἰּיρχ ὀ 

 ̧ ώϦһНІϬḚᶭβϥ ♅ᵒῐᴿϬψαϛʺ ḧϞῖ ⱧỘּיʺ ρσϥ☼ ʺḩ

ἰּיḧπ ὀΰθ︡Ϥ ϙϬ“Ξ ΥΚϤϘβʻϘθʺῖ ψ ӽχ ϣΰ τḩϩϥ▀Ộ

πΚϤʺ χ ϣΰτ ΦΨḩϩϥӺ ϞễӾσςχ ρχẶ Υ ρσϤϘβʻ 

 ̧ ♅ʺḢΊ χ ρχẸ Ϭ  ΰʺ ᶝ χӱ ☼├χ ẉό ὓᵊπꜘΰθᶆ

ⱧỘχם☼τΰΪθἇ σᾁ Ϭ“ΜϘβʻ 
 

実施主体 矢掛町、交通事業者、その他関係者等 

      

実施時期 

R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 

 
    

 

И˔Їχ ӃρӪᾋῖḊᵓ χם☼ 

 ̧ ⱱ ᴦ σ῝Ặῖ Ϭ֫“βϥθϛτψʺ ᶝ Ϟῖ ⱧỘּיιΪπσΨʺ χ ᵔϞẸ Υ

ᴦὧπβʻ 

 ̧ ώϦһНІχᾋ ΰϞ θσ ӽ ῖ χ τΚϩδοʺ И˔Їχ ӃρӪᾋῖḊᵓ

Ϭ“ΜϘβʻ 
 

実施主体 矢掛町、交通事業者 

      

実施時期 

R6年度 R７年度 R８年度 R９年度 R10年度 

 
    

 

  

可能な取組から検討・継続実施 

 

可能な取組から検討・継続実施 
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7 計画の達成状況の評価 

（1）評価指標 

ὓᵊχ ệϬ ᴣβϥθϛʺӟᴞχ ᴣ◙ Ϭ ΰϘβʻ 
 

基本目標 1 地域に適した移動手段の確保 

評価指標 1 定額タクシー制度の実利用者数 

現状値 ―（令和 5年度） 

目標値 478人以上（令和 10年度） 

※ 現在の福祉タクシー助成は定額タクシー制度に移行し、利用者数は令和 5年度の人口

に対する申請率（12月時点）と令和 10年度の推計人口をもとに算出。 

把握・算出方法 運行事業者が提供するデータによって把握する。 

 

基本目標 2 公共交通の運行効率化・利便性向上 

評価指標 2 路線バス、井原鉄道の年間利用者数 

現状値 ・路線バス 58,793人（令和 5年度） 

・井原鉄道 934,701人（令和 4年度） 

※ 路線バスは 10月～9月、井原鉄道は 4月～3月の実績 

目標値 ・路線バス 61,469人（令和 10年度） 

・井原鉄道 1,125,000人（令和 10年度） 

※ 路線バスは、評価指標 4で設定した収支率をもとに算出。 

※ 井原鉄道は、上位・関連計画で設定された目標（令和 7年度に 1,125千人）を、利用促

進等によりその後も維持することを想定。 

把握・算出方法 運行事業者が保有するデータによって把握する。 

 

評価指標 3 公共交通に対する公的支出額 

現状値 43,445千円（令和 5年度見込み） 

目標値（想定） 52,152千円（令和 10年度） 

※ 井笠バスカンパニーや北振バスの運行経費は令和 5年度と同程度になることを想定。 

※ 現在の福祉タクシー助成は定額タクシー制度に移行し、利用者数は令和 5年度の申請

者（利用していない人を含む）と同程度になることを想定。また、1か月あたり 1人 4

回、利用者負担 600円とした場合の経費を算出。 

※ 定額タクシー制度の経費には、配車システムの維持費及びマイナンバーカードによる

決済システムの維持費を含む。 

把握・算出方法 町内を運行する路線バスの運行経費や、町が実施する移動手段確保策に係る経費
を合計する。 
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評価指標 4 路線バスの収支率 

現状値 28.3％（令和 5年度） 

目標値 29.3％（令和 10年度） 

※ 現状値から 1％増加させることを目標に設定。 

把握・算出方法 運行事業者が保有するデータによって把握する。 

 

基本目標 3 住民や関係者の連携による持続可能な公共交通の実現 

評価指標 5 高齢者等の 1か月あたりの平均外出頻度 

現状値 13.6回／月（令和 4年度） 

目標値 15回／月（令和 10年度） 

※ 令和 4年度に福祉介護課が実施した高齢者の介護予防・日常生活に関するアンケート

調査で把握した平均外出回数に加え、外出促進により月に 1回以上外出を増やすよう

設定。 

把握・算出方法 高齢者等に対するアンケート調査により把握する。 
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（2）計画の推進とモニタリング 

ὓᵊχ ʾ “Ḛ ψ P̋DCA Ђϱϼиχ―Π χϜρʺ ᶝ ӽ῝Ặῖ ᵓṳΥ“ΜϘβʻ 

ὓᵊχ τΚθμοψʺ ᵫ℗βϥ ᶝ ӽ῝Ặῖ ᵓṳπ έρχ ệχ ᴣʾᵠ

├χᾁ Ϭ“Μʺ τᴂαοὓᵊ χᾋ ΰϜᾁ ΰϘβʻ 

ὓᵊχΩ ˢ 10 ˣτψΩ ᴣϬ“ΜʺⱳṍὓᵊτνΜοᾁ βϥάρρΰϘβʻ 

 

【計画全体における PDCAサイクル】 

年度 R5 

策定前 

R6 

初年度 

R7 R8 R9 R10 

最終年度 

 Plan  

公共交通計画の策定 

      

 Do  

取組の実施 

      

 Check  

計画全体における目標の
達成状況の評価・検証 

      

 Action  

次期計画の策定及び計画
の更新 

      

 

 

【単年度における PDCAサイクル】 

 

 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

 Plan  

取組方針や内容の決定 

            

 Do  

取組の実施 

            

 Check  

目標の達成状況や取組の
実施状況の評価 

            

 Action  

次年度の取組方針や内容
を検討 

            

 

  

 

地域公共交通

会議の開催 

必要に応じて公共交通会議
や関係者との協議等を開催 

必要に応じて適宜本計画を見直し 

地域公共交通

会議の開催 
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（3）スケジュール 

基本目標 事業 R6 R7 R8 R9 R10 

地域に適した移動手段
の確保 

ふれ愛バスの運行の見直し 
     

定額タクシーの導入の検討 
     

公共交通の運行効率
化・利便性向上 

タクシーの利用時間帯の分散 
     

公共交通の利用環境の改善 
     

観光客の周遊促進 
     

公共交通の運行経路や時刻、
運行状況等の周知 

     

住民や関係者の連携に
よる持続可能な公共交
通の実現 

地域や他分野との連携による
外出促進 

     

住民や関係者での意見交換等
の実施 

     

 

 

 

可能な取組から検討・継続実施 

 

可能な取組から検討・継続実施 

 

継続実施 

可能な取組から検討・継続実施 

 

可能な取組から検討・継続実施 

継続実施、必要に応じて適宜改善 

検討 

検討・ 
実証実験 継続実施 

毎年実施方法について検討 
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